
そうおもって、できるだ

け、はやくたすけてやろ

うとしましたが、とびら

に、かぎがかかっていま

したので、たすけてやり

ようがありません 「そ」

れは、こまったな 「そ」

れで、どうしたの 「そ」

のうちに、いとまきのい

とは、ふたりのじょちゅ

うに、まきついてしまっ

たうえに、かべにいた、

くもも、いとにくっつい



て、じょちゅうのからだ

に、ひっぱりつけられま

したが、じょちゅうが、

ころがりまわりますの

で、くもも、くるしまぎ

れに、とてもおこって、

じょちゅうのからだにま

きついている、いとを、

すっかりかみきってしま

いました 「まあ、それ」

、 」「 。は よかった いいえ

それからが、こわいので

す。いとをかみきってし



まったくもは、よってた

かって、じょちゅうを、

たべてしまいました」

「や、それは、たいへん

だ 「なんという、かわ」

いそうなことでしょう」

と、いううちに、おうさ

まと、おきさきさまは、

たちあがって、いそいで

はたおりべやに、いこう

となさいました。おしゃ

べりひめは、あわてて、

それをおしとめて、いい



ました 「おとうさま、。

おかあさま、おききなさ

い。それが、やっぱりゆ

めなのですよ 「なんだ」

それもゆめか 「まあ、」

おまえは、なんておしゃ

べりなのだ


